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環境経営方針

株式会社サンユー技研は、「地球環境の保護・保全」を重要な
経営課題の一つと位置づけ、以下の通り環境経営方針を定め、
常に環境を意識したものづくりとサービスの提供を継続・推進
していきます。

１．当社が行う環境管理活動は、以下の項目を重点に取り組みます。

１）環境に配慮した製品・サービスの提供
２）環境負荷の低減（省資源、省エネルギー、廃棄物削減）

２．環境マネジメントシステムの継続的改善を行います。

３．環境に関する法規制や、地域のルールを順守して行動します。

４．本方針に基づき環境経営目標を定め、環境活動に沿って行動
を行うとともに定期的に見直しを実施します。

５．本方針は社内に掲示し、全従業員に朝礼等を活用し周知する
とともに、一般にも開示します。

２０１１年 １月 １日 初版
２０２０年 ６月１７日 改定

株式会社 サンユー技研
代表取締役社⾧



２．会社概要

１）事業所名称及び代表者名

株式会社サンユー技研
代表取締役社⾧ 安 藤 仁 司

２）所在地

９９３－００７５
山形県⾧井市成田 １１８３－１

３）環境保全関連の責任者及び担当者

環境管理責任者 平 博之 E-Mail [taira@sanyu-engineering.com]
ＥＡ２１事務局 新関 太朗 E-Mail [niizeki@sanyu-engineering.com]

４）連絡先

ＴＥＬ ０２３８－８８－５０１１（代）
ＦＡＸ ０２３８－８８－５０１２
Ｈ／Ｐ http：//www.sanyu-engineering.com

５）事業内容

自動省力化機械全般の設計から一貫製作まで

６）事業所規模

従業員数 ２６ 名
延べ床面積 １，２７６㎡

７）事業所の立地条件

工業専用地域

８）認証・登録範囲

「本社・工場（全社）」

９）事業活動

省力化機械設計及び製作
3/19



３． 環境目標
２０２２年当社の環境目標は、グループ毎に基準を設け目標を設定

活動目標基準活動項目

17.7％減 141,700 ｋｗｈ
（45,911kg-CO2）

172,205ｋｗｈ
（83,003ｋｇ-CO2）

使用電力削減
（二酸化酸素排出量削減）

１

-2.0％減 166.0㎥169.5㎥使用水量削減２

-6.3％減 210㎏224ｋｇ廃棄物排出量削減
（2019年度を新基準）

３

100％達成500点（100点X5項目）設計の共有化による
環境配慮設計

４

100％達成

セレナ 夏:12.5㎞/l 冬:10.74㎞/l
ソリオ 夏:16.3㎞/l 冬:13.5㎞/l
ハイエース夏:10.5㎞/l 冬:9.5㎞/l
アクティー夏:13.0㎞/l 冬:設定中

ガソリン使用量削減５

100％実施シンナー、ＩＰＡ保管数量記録
保管庫の施錠

化学物質の管理6

４. 環境への取組実施手順
環境目標を達成するため、以下のグループ毎の活動施策を行う。

担当者活 動 施 策活動項目
リーダ：池野
グループ員
鈴木（一) 川部
鈴木（春）、安達
鈴木（雄）

・昼休みの照明OFF、未使用時のﾊﾟｿｺﾝﾓﾆﾀｰのOFF
・省エネタイプの家電への買替
・電力量メーターの計測と比較
・定期的な冷暖房装置のフィルター清掃

①電力使用量削減
（二酸化炭素排出
量削減）

（-16.8％）

リーダ： 吉崎
グループ員
高橋、酒井、古城、
松野

・節水への啓蒙活動を行う。
・毎月のメータ検針
・使用量のチェック
・タンク清掃と点検

②水使用量の削減

(2020年度比-1％)

リーダ：菅野
グループ員
舟山、孫田、内藤、
寒河江、羽田

・更に良くなる分別環境をつくる。
・廃棄物内容チェック
・廃棄物やリサイクル出来ない紙のサンプル作成
・新入社員、協力会社へのゴミ分別の呼び掛け。

③廃棄物・排出量
の削減
(2020年度比-2.2％
)

リーダ：川部
グループ員

機械設計Ｇ

・設備毎に５項目をチェックする。
（１製品の減量化・２再生資源化・３有害物質の排除

４移動運搬の容易化・５低消費エネルギー化）

④設計の共有化
による環境配慮
設計

リーダ：菅原
グループ員
横山、新関、岡田、
八木、五十峯

・利用状況、走行距離および給油量を報告
・急発進・急加速をしない。
・下り坂では「エンジンブレーキ」を使って減速する。
・アクセルペダルは踏み込み過ぎず早く離す。

⑤ｶﾞｿﾘﾝ使用量
（環境にやさしい
エコ運転）

全従業員・シンナー、ＩＰＡの使用量を記録する。
・保管庫には施錠する。

⑥化学物質の管理
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５．環境管理体制組織図 2021.7.1

ＥＡ－０５

※この組織図の発行をもって任命書に代える。

事務棟環境リーダー 工場棟環境リーダー

事 務 局

新関 太朗

平 博之
内部監査員

・ 安達 誠
・ 佐藤孝輝

副環境管理責任者

社⾧

環境管理責任者

川部 秀幸

承認印

阿部 良二 高橋 則夫
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６．環境活動の取組結果と評価

25年度 CO2 実排出係数
日本テクノ 0.482 kg-CO2/kwh

電力使用による
二酸化炭素排出量
（kg-CO2)

年間使用電力
Ｋｗｈ

CO2排出係数
(kg/kwh）

39,321121,3610.324
総二酸化炭素排出量
（kg-CO2)

その他、産廃分
（kg-CO2）

化石燃料使用分
(kg-CO2）

39,321０0

主な活動
① 水道凍結防止管理

２０１６年４月度から継続実施（4月1日OFF,12月1日ON）
② 使用電力量の掲示による節電啓蒙活動
③ エアコンフィルターの定期清掃（８月、１２月）
④ 外灯を冬季と夏季の点灯/消灯時間を調整する。
⑤ 休憩時間の照明消灯

６．１ 電気使用量削減グループの活動結果と評価

＝結果と評価＝ 〇
年間目標に対し電力使用量、CO2排出量ともに達成できた。ただし、電

力使用量は前年度比17.2％増であったが、会社売上に比例した出荷装置増
加の為の調整によるものに必要な電力であると判断する。

6/19

18,417 
17,829 

15,478 

8,728 

7,112 

10,070 

11,363 
10,972 

7,974 
8,444 

10,972 

14,341 

15,385 

13,877 

14,877 

10,156 

6,929 

8,660 

10,878 

7,021 

6,065 5,919 

8,117 

13,477 

5,967 5,777 

5,015 

2,828 
2,304 

3,263 
3,682 3,555 

2,584 2,736 

3,555 

4,646 
4,985 

4,496 
4,820 

3,291 

2,245 
2,806 

3,524 

2,275 
1,965 1,918 

2,630 

4,367 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

１月 ２月 ３月 ４月 5月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

電
力
量

kw
h

ｃ
ｏ
２
排
出
量

ｋ
ｇ
－
ｃ
ｏ
２

目標管理値
実 績

CO2排出目標
CO2排出実績



６．２ 水使用量削減グループの活動結果と評価

主な活動
・毎月のメータ検針・使用量のチェック
・タンク清掃と点検
・給水ポンプのパッキン漏水有無目視点検

＝結果と評価＝ 〇
・年間水使用量目標 166.0㎥ → 実績 146.5㎥
・毎月のメータ検針と使用量確認が出来た。
・タンク清掃と点検は7月に実施し異常なし。

・一日の在籍社員数及び社外の入場者数、残業時間の確認を行い、使用量
分析を実施している。
・水の削減には限界があると感じている。節水行動を働きかけ続けます。
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６．３ 廃棄物排出量削減の活動結果と評価

8/19

← 加工かかりからの給油マット廃棄あり

主な活動内容
① 廃棄物、リサイクル品の見本サンプル更新

＝＞更新をした。
② 廃棄物内容チェック

＝＞正常に分別廃棄されていた。
③ 廃棄物排出時のルール書の作成

＝＞新入社員、協力会社へのゴミ分別の呼び掛けを徹底する
④ 屋外廃棄物置き場の分別表記の設置。

＝＞表記を明記することでの明確化
⑤ 廃棄電池の為の分別箱の増設

＝＞有害ごみ、リサイクル等分別が必要の為に増設

＝結果と評価＝ 〇
年目標210ｋｇ → 実績186.1ｋｇ

※今年度の目標未達成は２回ありましたが年間目標は達成しました。
2回の未達成要因は以下になりますが、突発異常です。

４月）製造装置起因による古紙にできない紙屑の増加。
12月）通常ではない生ごみ量が生じた為。



６．５ 設計の共有化による環境配慮型設計の活動結果と評価

◆機械設計に関しての法令を遵守し環境にやさしい設計を目指します。

＝結果と評価＝
・2022年は7件の環境配慮型設計を実行した。
・RoHS2指令物質（10品目）の対応に抵触する案件はありませんでした。

６．４ ガソリン使用量削減の活動結果と評価
【2022年 社用車平均燃費】
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６．６ 化学物質の管理

例年通り、薬品保管庫に収納されている薬品数量を管理しました。保管
BOX扉面に掲示しました。
使用可能な薬品名と種類及び在庫数の見える化（使用中の薬品を含み）
が出来ております。

CO2排出量
（kg-CO2)

実績燃費(km/l)目標燃費(km/l)給油量（ｌ）社用車車種

2856
夏季：13.51
冬季：11.89

夏季：12.55
冬季：10.741241セレナ

1137
夏季：17.11
冬季：16.11

夏季：16.3
冬季：16.3494ソリオ

4689
夏季：11.36
冬季：10.78

夏季：10.5
冬季：9.51817ハイエース

＝結果と評価＝
セレナ、ハイエースは目標燃費を達成しており、ガソリン消費量を考え

たアクセルワーク等、エネルギー使用量を考慮した活動が出来ている。
ソリオは目標燃費を達成できなかった月があり、年間での実績が未達と

なってしまったため、使用者へ未達時の要因と対策の指摘を行いました。
また、冬季目標の設定を新たに行いました。

(2022年ソリオ冬季目標：13.5km/l)
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7．１ 春/秋の地区清掃活動

７．環境活動教育・訓練実績

◆2022年10月13日（木） 8：30~9：15
参加者 ：従業員全員
収集結果 ：あかしあ工場団地内のごみ拾い・草刈り・清掃を行いました。

◆2022年5月26日（木） 8：30~9：15
参加者 ：従業員全員
収集結果 ：あかしあ工場団地内のごみ拾い・草刈り・清掃を行いました。



7．2 夏/冬季構内環境整備活動
従業員全員で清掃を行いました。
夏季：2022年 8月10日 16:00-17:30
冬季：2022年12月28日 15:30-17:00
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７．3 当社の緊急事態である油流出時の対応訓練

清掃場所

担当 平 川部 阿部 池野 伊藤 菅野 髙橋 鈴木(春)
安達誠 岡田 佐藤 鈴木(雄) 舟山 横山 安達(英)
吉崎 古城 酒井 八木 孫田 松野
鈴木(一) 内藤

清掃内容 掃き・拭き清掃
窓ガラス・窓のサン清掃
エアコンフィルター清掃
ブラインド清掃
コンセント周辺清掃
トイレ・水回り清掃

☆ 各自、机上及び周りを整頓し PM4：00から一斉に清掃をお願いします。

☆ 拭き取り用タオルを持参お願いします。

※早めに終了した場所は、他の所にお手伝いお願いします。
総　務

トイレ・水回り清掃 トイレ・水回り清掃

エアコンフィルター清掃 エアコンフィルター清掃 コンセント周辺清掃
ブラインド清掃 機械清掃 整理整頓

床汚れ拭き取り 床汚れ拭き取り 窓ガラス・窓のサン清掃
窓ガラス・窓のサン清掃 窓ガラス・窓のサン清掃 エアコンフィルター清掃

掃き・拭き清掃 掃き・拭き清掃 掃き・拭き清掃

・来客用玄関 ・階段 ・渡り廊下 ・出荷場
・従業員出入口

【盆前清掃】 実施日時： 8/10（水）PM 4:00～

・技術フロア ・2階フロア ・加工フロア ・組立フロア



７．４ 環境活動実施計画と実績

８． 環境関連法規への違反、訴訟の有無
◆環境関連法規改正を2022年12月に実施し、以下の2点を確認した。

・浄化槽法の運用に伴う留意事項000047295
・水質汚濁防止法改正令000101235

しかしながら、改正内容は直接当社に当てはまらないと判断する。
◆関係当局からの指摘や訴訟は、記録を取り始めた2007年以降御座いません。
◆当社内部監査員により、環境関連法規等厳守状況の監査を行いました。

実施項目に於いてすべて問題ありませんでした。（確認詳細は次頁より）

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律
・化学物質排出管理促進法
・浄化槽法
・ＲｏＨＳ指令
・国などによる環境物品の調達及び推進等に関する法律
・消防法：指定数量未満＆少量危険物貯蔵及び取扱い基準
・フロン排出抑制法：各フロアのフィルター定期清掃、点検
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平

※　環境活動に関するセミナー及び講演等については積極的に参加しよう。

2022年

5月

2022年

6月

2022年

8月

2022年

8月

2022年

9月

2022年

10月

2022年

12月

改版 　

　20220319　1年間での環境地域貢献活動を指示

EA-08

　　２０２２年度　　環　境　活　動　教　育　計　画　実　績　表

サンユー技研

8/10 サンユー技研

-

緊急事態訓練

サンユー技研 緑の募金活動2
山形県みどり
推進機構

全従業員10/3

8：30-9：15

２０２３．０１．２０　　　作成

対象参加者

12/28

8/31 サンユー技研

サンユー技研

あかしあ産業
団地

春季あかしあ産業団地清掃

冬季清掃

-

8：30-9：00
あかしあ産業

団地

全従業員

主催者／講師

全従業員秋季あかしあ産業団地清掃

全従業員

全従業員

全従業員

9:00-9:30

予　定 実施日

5/13～20

あかしや産業団地

山形県みどり
推進機構

副環境管理責任者

あかしや産業団地

10/13

緑の募金活動1

15:30-17:00 副環境管理責任者

副環境管理責任者

5/26

時間

全従業員

夏季清掃

場所 実　施　教　育　内　容

16:30-17:30

承 認 環責者 作成者

平 平 新関平
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環境関連法規等一覧

・山形県環境基本条例
・⾧井市環境保全基本条例
・循環型社会形成推進基本法
・廃棄物の処理および清掃に関する法律
・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関するる法（フロン排出抑制法）

・化学物質排出把握管理促進法
・浄化槽法
・特定家庭用機器再商品化法
・使用済み自動車の再資源化等に関する法律
・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）
・⾧井市ポイ捨て等防止条例
・RoHs（ローズ）規制 （有害物質使用規制指令）
・消防法
・水質汚濁防止法

追録差し替え整理一覧表

整理備
考追録･差替･見直し新条例及び改正

確認者年月日年月日
梅津最新版作成2007年1月20日
梅津ﾏﾆﾌｪｽﾄの都道府県への提出義務 2P差替2007年12月3日2008年4月1日より
梅津ﾌﾛﾝ回収破棄法の改正内容ﾁｪｯｸ(見直)2008年12月1日

当社事務所は家電ﾘｻｲｸﾙ法に該当の為今回は変わらず
梅津水質汚濁防止法 追加2009年11月24日
梅津省エネ法 第75条改正 追加2009年11月25日2010年4月1日より
梅津〃2010年12月25日(平成22年4月）
梅津環境に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ･新聞をその都度見2010年12月27日

変更が無いことを確認
梅津PRTR法 追加2011年4月1日H11年

(ｴｺｱｸｼｮﾝ2009年版移行
により対象とする）

梅津環境に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見、変更改正2011年12月
が無いことを確認

梅津環境に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見、変更改正2012年12月
が無いことを確認

小形環境に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見、変更改正2013年12月
が無いことを確認。

小形環境に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見、変更改正2014年12月
が無いことを確認。

小形・廃棄物の処理及び清掃に関する法律の修正2015年7月
保管する管理票（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）にA票を追記
事業者による処理状況確認の旨を追記
外部委託者の処理困難通知の旨を追記

・フロン回収・破壊法の修正
改正により名称を｢｣に修正

・科学物質排出把握管理推進法とPRTR法を統合
上記法令はPRTR制度を柱とするもののため

・山形県生活環境の保全に関する条例及び
施行規則の追記

小形環境に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見、変更改正2015年12月
が無いことを確認。

新関「フロン排出・抑制法」に以下を追加する。2017年7月
③第一種特定製品の管理者の責務
④第一種特定製品廃棄等実施者の責務

新関廃掃法施行令改正の追加2018年10月
新関改正無2019年7月
新関改正フロン排出抑制法2020年5月2020/4/1より
新関対象法規を見直しました。2020年6月

・騒音規制法は対象外
・振動規制法は対象外

新関環境に関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見、変更改正2021年12月
が無いことを確認

新関・水質汚濁防止法改正令0001012352022年12月2023/2/1より



≪内部監査≫ 環境関連法規等厳守状況の監査結果
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２０２３年４月１２日 内部監査員佐藤ｓにより内部監査を行いました。
★2022年度環境関連法規等厳守／内部監査チェック結果 結果：合格



≪内部監査≫ 環境関連法規等厳守状況の監査結果
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≪内部監査≫ 環境関連法規等厳守状況の監査結果
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９．次年度の取組内容
９．1 短期目標
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１） 電力使用量／2015年実績より削減目標-18.5％を掲げ、日々の使用量を管理する。

２） 水使用量／ 2019年実績を低減の目標にし、前年度比-2％目標とする。

３） 廃棄物．排出量／2016年～2018年の排出実績を基にし、削減管理目標とする。

４） ガソリン使用量／2022年度の平均燃費を目標値に設定する。

車両入れ替え時は、3か月実績の平均燃費を目標とする。

５） 設計の共有化による環境配慮設計を行う。



９．1 ⾧中期環境目標
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２０２４年から２０２７年までの環境目標を以下に設定した。
これは、これまでの実績を鑑み各活動の基準目標値は２０２２年度の目
標値としている。



１０． 代表者による全体の評価と見直し結果
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